
(57)【要約】

【課題】　ばね座金を用いずにボルトの緩みを防止する

。

【解決手段】　座金２０の座金本体２１と、この本体２

１の挿通穴側の縁部に形成された環状弾性部２３とから

構成し、環状弾性部２３を分割してボルト頭の押圧で変

形させることで挿通穴を縮径させる。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ボ ル ト の ね じ 部 の 挿 通 さ れ る 挿 通 穴 を 有 す る 座 金 本 体 と 、 該 座 金 本 体 の 前 記 挿 通 穴 の 縁
部 に 一 体 形 成 さ れ て 前 記 ボ ル ト の 頭 の 底 面 側 へ 突 出 す る 環 状 弾 性 部 と を 含 み 、 該 環 状 弾 性
部 は 前 記 ボ ル ト の 締 付 け で 前 記 頭 の 底 面 で 押 圧 さ れ て 弾 性 変 形 す る こ と を 特 徴 と す る ボ ル
ト の 緩 み 防 止 用 座 金 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 環 状 弾 性 部 は 、 複 数 に 分 割 さ れ 、 前 記 弾 性 変 形 で 前 記 挿 通 穴 を 縮 径 さ せ 、 該 挿 通 穴
の 内 端 縁 を 前 記 ね じ 部 の 溝 に 係 入 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の ボ ル ト の 緩 み 防
止 用 座 金 。
【 請 求 項 ３ 】
　 ボ ル ト の ね じ 部 の 挿 通 さ れ る 挿 通 穴 を 有 す る 座 金 本 体 と 、 該 座 金 本 体 に 前 記 ボ ル ト の 頭
に 向 け て 突 出 形 成 さ れ て い る 複 数 の 弾 性 部 と を 含 む こ と を 特 徴 と す る ボ ル ト の 緩 み 防 止 用
座 金 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 被 固 定 部 を 締 付 け 固 定 す る ボ ル ト の 緩 み を 防 止 す る こ と が 可 能 な 座 金 に 関 す
る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 ボ ル ト は 、 従 来 、 被 固 定 部 に 係 止 さ れ る 座 金 と 、 締 付 力 を 保 持 す る た め の バ ネ 座 金 と を
用 い て 被 固 定 部 を 締 付 け 固 定 し て い る 。
　 し か し 、 ボ ル ト の 締 付 け に 座 金 及 び バ ネ 座 金 の 両 者 を 用 い る と 、 そ の 分 だ け 材 料 費 が 嵩
む だ け で な く 、 二 つ の 部 材 を 用 い る た め 作 業 に も そ の 分 だ け 手 間 を 要 す る 問 題 も 生 じ る 。
　 そ こ で 、 従 来 は 、 下 記 特 許 文 献 に 示 さ れ て い る よ う に 、 座 金 の 内 方 に 円 弧 状 の 切 り 込 み
を 入 れ て 焼 き 入 れ に よ り ス プ リ ン グ 部 を 設 け 、 こ の ス プ リ ン グ 部 の 先 端 を ボ ル ト の 頭 部 の
底 面 に 当 接 さ せ 、 こ れ に よ り ボ ル ト の 緩 み を 防 止 し て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ １ － ４ ４ ３ １ ４ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し 、 上 記 し た 座 金 は 、 焼 き 入 れ 処 理 に よ っ て ス プ リ ン グ 部 を 製 作 す る 構 成 で あ る た
め 、 非 常 に 高 価 に な っ て し ま う 欠 点 が あ る 。
　 本 発 明 は 、 安 価 で 、 か つ 緩 み 防 止 機 能 の 優 れ た ボ ル ト の 緩 み 防 止 用 座 金 を 提 供 す る こ と
を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は 上 記 課 題 を 解 決 す る た め 次 の 構 成 を 備 え る 。
　 即 ち 、 本 発 明 は 、 ボ ル ト の ね じ 部 の 挿 通 さ れ る 挿 通 穴 を 有 す る 座 金 本 体 と 、 こ の 座 金 本
体 の 挿 通 穴 の 縁 部 に 一 体 形 成 さ れ て ボ ル ト の 頭 の 底 面 側 へ 突 出 す る 環 状 弾 性 部 と を 含 み 、
こ の 環 状 弾 性 部 が ボ ル ト の 締 付 け で 前 記 頭 の 底 面 で 押 圧 さ れ て 弾 性 変 形 す る こ と 、 を 特 徴
と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 の 緩 み 防 止 用 座 金 は 、 弾 性 を 有 す る ス テ ン レ ス 板 を 打 抜 い て 環 状 弾 性 部 を 形 成 す
る こ と が で き 、 非 常 に 安 価 で あ る 。
　 環 状 弾 性 部 は 、 複 数 に 分 割 さ れ て い て も よ い 。 こ の 場 合 、 環 状 弾 性 部 の 突 出 量 （ 傾 斜 角
） と 挿 通 穴 の 径 と を ボ ル ト の ね じ 部 の 径 に 対 応 さ せ て 所 定 寸 法 に 設 定 す る こ と で 、 環 状 弾
性 部 を 変 形 さ せ た 場 合 に 挿 通 穴 を 縮 径 さ せ て 内 端 縁 を ね じ 部 の 溝 に 係 入 さ せ る こ と が で き
る 。

10

20

30

40

50

(2) JP 2007-315580 A 2007.12.6



【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 安 価 で あ り な が ら ボ ル ト の 緩 み を 確 実 に 防 止 す る こ と が で き る 座 金 を
提 供 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 例 を 図 面 を 参 照 し て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 図 １ 及 び 図 ２ は 本 発 明 に 係 る 緩 み 防 止 用 座 金 の ボ ル ト 締 付 け 前 の 断 面 図 と 斜 視 図 を 示 し
て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 １ に お い て 、 ボ ル ト １ ０ は 頭 １ １ と ね じ 部 １ ２ と を 有 す る 六 角 ボ ル ト か ら 成 る 。
　 本 発 明 の 座 金 ２ ０ は 、 図 １ 及 び 図 ２ に 示 す よ う に 、 円 盤 状 の 座 金 本 体 ２ １ と 、 座 金 本 体
２ １ の 中 央 の ボ ル ト の 挿 通 穴 ２ ２ と 、 座 金 本 体 ２ １ の 挿 通 穴 ２ ２ の 縁 部 に 形 成 さ れ て い る
環 状 弾 性 部 ２ ３ と か ら 成 る 。 こ の 座 金 ２ ０ は ス テ ン レ ス 板 か ら 形 成 さ れ 、 そ の 環 状 弾 性 部
２ ３ は 円 錐 状 に 突 出 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 環 状 弾 性 部 ２ ３ は 径 方 向 の 切 溝 ２ ４ に よ り
複 数 に 分 割 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 ３ に は 本 発 明 に 係 る 座 金 ２ ０ の 使 用 態 様 が 示 さ れ て い る 。 即 ち 、 ボ ル ト １ ０ を 被 固 定
部 １ に 螺 合 さ せ て 図 示 し な い ナ ッ ト と 共 に 締 付 け る と 、 頭 １ １ の 底 面 に よ り 環 状 弾 性 部 ２
３ が 押 圧 さ れ る 。 環 状 弾 性 部 ２ ３ は こ の 圧 力 を 受 け て 弾 性 変 形 す る と 、 分 割 さ れ て い る こ
と か ら 平 坦 化 し て 挿 通 穴 ２ ２ を 縮 径 す る 。 従 っ て 、 環 状 弾 性 部 ２ ３ の 内 端 縁 （ 挿 通 穴 の 端
部 ） が 弾 性 力 に よ り 頭 の 底 面 に 押 圧 さ れ る だ け で な く 、 ね じ 部 １ ２ の 溝 内 に 入 り 込 ん で 係
止 す る 部 分 も 生 じ る の で 、 締 付 け 後 に ボ ル ト １ ０ に 緩 み が 生 じ る の を 確 実 に 防 止 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 ４ に は 変 形 例 に 係 る 座 金 ２ ０ が 示 さ れ て い る 。 こ の 座 金 ２ ０ は 、 環 状 弾 性 部 ２ ３ が 単
に 環 状 に 形 成 さ れ て 溝 ２ ４ （ 図 ２ 参 照 ） を 有 し て い な い 。 従 っ て 、 こ の 座 金 ２ ０ は ボ ル ト
頭 １ １ に よ り 押 圧 さ れ る と 同 様 に 弾 性 変 形 す る が 、 縮 径 す る こ と は な い の で 、 環 状 弾 性 部
２ ３ の 内 端 縁 が 頭 １ １ の 底 面 に 円 形 に 弾 性 的 に 当 接 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 ５ に は 、 本 発 明 に 係 る 座 金 の 他 の 実 施 例 が 示 さ れ て い る 。 こ の 座 金 ２ ０ は 、 環 状 弾 性
部 ２ ３ Ａ が 断 面 略 三 角 形 状 に 形 成 さ れ て い る 。 環 状 弾 性 部 ２ ３ Ａ に 溝 ２ ４ （ 図 ２ ） を 設 け
る こ と で 挿 通 穴 ２ ２ の 縮 径 も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 ６ に は 、 更 に 本 発 明 に 係 る 座 金 の 他 の 実 施 例 が 示 さ れ て い る 。 こ の 座 金 ２ ０ は 、 環 状
弾 性 部 ２ ３ Ｂ が 断 面 略 Ｌ 字 状 に 立 ち 上 が る 形 状 に 形 成 さ れ て い る 。 同 様 に 溝 ２ ４ を 設 け て
挿 通 穴 ２ ２ を 縮 径 可 能 と し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 ７ に は 本 発 明 の 他 の 実 施 例 に 係 る 座 金 が 示 さ れ て い る 。 こ の 実 施 例 の 座 金 ２ ０ は 、 座
金 本 体 ２ １ の 複 数 箇 所 に 、 断 面 湾 曲 状 の 弾 性 部 ２ ５ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ８ に は 更 に 他 の 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 座 金 が 示 さ れ て い る 。 こ の 座 金 の 実 施 例 の 座 金
２ ０ は 、 座 金 本 体 ２ １ の 内 端 側 に 、 波 状 の 環 状 弾 性 部 ２ ３ Ｃ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ９ に は 図 ７ の 変 形 例 が 示 さ れ て い る 。 こ の 変 形 例 の 座 金 ２ ０ は 、 座 金 本 体 ２ １ に 挿 通
穴 ２ ２ に 沿 っ て 複 数 の 弾 性 突 起 ２ ５ Ａ が 設 け ら れ て い る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ７ 】
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【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 座 金 を ボ ル ト と 共 に 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 同 座 金 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 同 座 金 の 使 用 態 様 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 １ の 座 金 の 変 形 例 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 他 の 実 施 例 に 係 る 座 金 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 更 に 他 の 実 施 例 に 係 る 座 金 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 （ Ａ ） は 他 の 実 施 例 に 係 る 座 金 の 平 面 図 、 （ Ｂ ） は そ の Ａ － Ａ 線 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 （ Ａ ） は 更 に 他 の 実 施 例 に 係 る 座 金 の 平 面 図 、 （ Ｂ ） は そ の Ｂ － Ｂ 線 断 面 図 で あ
る 。
【 図 ９ 】 図 ７ の 座 金 の 変 形 例 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 １ ０ 　 　 ボ ル ト
　 １ １ 　 　 ボ ル ト 頭
　 １ ２ 　 　 ね じ 部
　 ２ ０ 　 　 座 金
　 ２ １ 　 　 座 金 本 体
　 ２ ２ 　 　 挿 通 穴
　 ２ ３ 　 　 環 状 弾 性 部
　 ２ ４ 　 　 溝
　 ２ ５ 　 　 弾 性 部
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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